
未来イメージ「15の生活シーン」（案）

資料３－４

※ 各生活シーンに関するイメージの実現に向けた技術面、
制度面等における課題と工程表について、別途、検討中。
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未来イメージのアプローチ手法 1

年齢・性別・障害の有無・国籍・所
得等に関わりなく、誰もが多様な価
値観やライフスタイルを持ちつつ、豊
かな人生を享受できる「インクルー
シブ（包容）」の社会
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あちこち電力
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「ひと」の未来

地域資源を集約・活用したコンパ
クト化と遠隔利用が可能なネット
ワーク化により、人口減でも繋がっ
たコミュニティを維持し、新たな絆
を創る「コネクティッド（連結）」の
社会

「地域」の未来

2030～40年の日本人の暮らしぶりについて、一日の流れに沿って未来イメージを制作。
（ある家族の一日を追うストーリーの中で、さまざまなタイプの生活を送る人物が登場。）

（父：ケンスケ）は、都市部に住むサラリーマン。
外国人が多数在籍する企業に勤めているが、外国
語を話したり、聞いたりするのが苦手な一面も。

（母：サトミ）は、子育てしながら働くキャリアウー
マン。家の近くや生まれ故郷などで、複数の仕事を
掛け持ちしながら、忙しい毎日を送っている。

（子：ハルカ）は、保育園に通う女の子。歳の離
れたお兄ちゃんよりも、家ではロボットがいい遊び相手。

（子：キヨタカ）は、勉強も遊びも大好きな小学
生。友達とのプログラム開発が楽しくて、年に一度
の大会にかける熱は学校イチ。

【ストーリーの中心人物】

（AIロボット：アイコ）は、家事のサポートだけで
なく、家族のバイタルデータを収集し、体調管理も
行う。家族のことを知りすぎているので、世話を焼き
すぎる場面も。

らくらくマネー金融

全自動農村

手元にマイ工場

地域

ものづくり

設計の変更を前提とした柔軟・即
応のアプローチにより、技術革新や
市場環境の変化に順応して発展
する「トランスフォーム（変容）」の
社会

「産業」の未来

（曾祖母：ユキヨ）は、ケンスケ一家とは離れた田
舎に住んでいる。近所に住む同年代の友人たちとハ
イキングに出かけるのが日頃の楽しみ。



2（参考） 未来一家の生活の概要
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ロボットやセンサーを通じて
住民の健康を管理。日頃の
データを見ながら治療も

⑫健康100年ボディー

（ぐっすり学習）

④パノラマ教室

⑮あちこち電力

⑤あらゆる翻訳

⑦いつでも窓口

③職場スイッチ

②どこでもドクター

①お節介ロボット

⑭バーチャル探検

⑪クルマヒコーキ

多国籍な人材が勤務
言語・障害の壁は
自動「翻訳」で解消

農作業は全自動
後継ぎ不足は解消

最新のロボットシェフが
腕を振るう

２４時間
オンライン手続ＯＫ

世界を相手にするビジネスマン 子育て中のキャリアウーマン
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過疎化の進んだ地方のまち

都市で暮らす核家族

故郷の学校（教師）

レストラン

⑥らくらくマネー

⑧全自動農村

⑩手元にマイ工場

⑨三つ星マシン

歩くだけで決済完了

薬もドローンで配送

ワイヤレス給電などあちこちから
電力の供給が可能

祖父 祖母

複数の仕事に
すばやくスイッチ

まだまだ現役

未来一家

離れていてもVRで
簡単にひ孫と触れあい

自由のきかない身体も
補助アームなどでカバー

デジタル壁面に覆われた
未来の学校

災害時には避難所に

ケ
ン
ス
ケ

日用品などはデータを買って
自分で「ものづくり」

過疎地や高齢者・障害者の
「足」として大活躍



「お節介ロボット」

目覚め・歯磨き・着替え・朝食などの忙しい朝支度を
スムーズに準備させてくれるお節介な手伝いロボット。

今日は寒くなるそうで
すよ、１枚は羽織ったら

どうですか。

おはようございます。
さぁ、歯磨きしましょう。

体調はどうですか？
朝食を食べたら薬も

飲みましょう。

起床 3



「どこでもドクター」

家でも街中でもインプラント端末やセンサーで健康管理をサポート。異
変が見つかったらAIが簡単な診断を行い、専門医に伝えて早期治療。

病院 4

バイタルデータは日中も睡眠中
もモスキートロボやトイレセン
サーなどで簡易に収集。

日頃のバイタルデータも
病院内で連携して問診
や検査を省力化。

個人のバイタルデータを元に薬を
精製。ドローンでいつでも配送。



「職場スイッチ」出社 5

複数の仕事に就き、時間の切り売りで個人の能力を最大限発揮。家でもカ
フェでも、スイッチ１つで切り替わるバーチャル個室で効率サポート。



「パノラマ教室」

壁や天井、机がすべてディスプレイになり、プログラミングで教室をデコ
レーション。教科書や筆箱が姿を消し、VRで遠足や体験学習も。

教室の壁も天井
もディスプレイに

学校 6



「あらゆる翻訳」

目や耳が不自由でも、外国語が苦手でも、自分の選んだメニューで
会議の内容を翻訳して自在に伝えるシステム。

デバイスがどんな言語圏
の言葉でも文字に「翻訳」

会議

資料の内容が
音声に「翻訳」

7



「らくらくマネー」金融 8

支払は完全キャッシュレス。購買履歴や信用形成も自動化され、
家計管理・借入れや各種申告も簡単に。

端末が自動で通信し、通
過するだけで決済完了。



「いつでも窓口」役所 9

24時間受付のネット窓口が当たり前となり、画面をさわると現れる
忠実で有能な執事ロボが、お役所イメージを刷新。

レストランの中でも、

どこにいても手続可能。

やりたいことを伝えれば
AIが自動で準備。



「全自動農村」地域 10

農業など地場のなりわいはIoT・ドローン・ロボットが担い、人手不足や
高齢者の負担を解消。生産性も高まり、景観も維持。

システムの管理も遠
隔地から可能。

農業は土地の集約化によ
る大規模農園化。

酪農などは完全養殖化。全
てIoT、ロボット、ドローンに
よる管理で製造される。



「三つ星マシン」ランチ

メニューを選べばあと
は料理マシンにお任せ

各地の素材を使いつつ、個人の健康状態も加味しながら、
世界中の一流レストランの味をAIが正確かつ高速で再現。
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「手元にマイ工場」ものづくり 12

ちょっとした日用品は、自分で作れるように。
コンビニも「モノ」から「データ」を売る時代に。
ネットショップではお気に入りの色が品切れ。
代わりにデータを買って、自分で色づけして完成。

操作に不慣れな人も、
慣れている人がサポート
するなど、地域で助け合
い。

日用品や雑貨など、データを買って自分でプリント。日頃学んだ
プログラミングで世界に一つだけのデザインに加工。



「クルマヒコーキ」

自動運転の空陸両用タクシーが近中距離の輸送手段に成長。
過疎地や高齢者・障害者の足となり、事故や渋滞も大幅解消。

外出 13



「健康100年ボディー」

ハイキングに集まったのは約80～100歳。皆元気一杯だが、
身体の一部に補助アームなどを装備。

補助アームや補助レッ
グを装着して歩行をサ
ポート。

趣味 14



睡眠学習で知識
を詰め込む。

「ぐっすり学習」

必要な詰め込み知識は睡眠学習で、それ以外はAIに任せ、
創造力の発揮で勝負する時代に。

就寝 15



「バーチャル探検」

リアルなVRで海中を360度体験。次の家族旅行に向けて、
遠隔地にいる曾祖母と孫が一緒に海の生態系を学習。

週末 16

ＶＲで深海にいる気分に。

離れたところにすむ祖父
母とも一緒に体験できる。



地震・津波が起こっても
遠隔（宇宙）から給電す
るシステム。

「あちこち電力」

被災地の避難施設でも
安定的に電気が供給さ
れ、通信を確保。

災害時

超大規模な災害が発生しても、ワイヤレス給電などあちこちで電力確保。
決して途絶えない通信で、避難誘導や安否確認に威力発揮。
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